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１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

物理基礎では，工業科目を学ぶために必要な科学的知識の基礎を習得し，一般教養として幅広い自

然科学の現象に接することが目的です。特に，自然の中に存在する物理現象が，実は簡単な法則に従

っていることを理解するとともに，問題演習や観察・実験などを通じて，物事の物理的な見方や考え

方を養っていきます。 

授業を受けるときにはノートを用意してください。ノートの提出を求めることもありますが，基本

的にノートは取っている本人が活用するためのものです。自分が後でノートを見直したときに，学ん

だことが振り返られるようにしてください。また，ノートに板書を書き写すだけでは高い評価は望め

ません。授業のポイントや自分が気付いたこと，疑問に思ったこと，クラスメイトの発言などととも

に，自分の考えをまとめてノートに残すようにしてください。 

現代社会はオカルトや非科学的な主張が少なくありません。単なるテストや成績のためではなく，

科学的な教養を高め，現代社会で生き抜く力を養ってください。 

 

 

２ 学習の到達目標 

日常生活や社会との関連を図りながら物体の運動と様々なエネルギーに関わり，理科の見方・考え

方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，科学的に探究するために必要な資

質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

(1) 物体の運動とさまざまなエネルギーについて，基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を

身に付けるとともに，物体の運動とさまざまなエネルギーに関する観察，実験などを行い，

基本操作を習得するとともに，それらの過程や結果を的確に記録，整理し，自然の事物・現

象を科学的に探究する技能の基礎を身に付けるようにする。 

(2) 物体の運動とさまざまなエネルギーに関する事物・現象の中に問題をみいだし，探究する過

程を通して，事象を科学的に考察し，導き出した考えを的確に表現できるようにする。 

(3) 日常生活や社会との関連を図りながら物体の運動とさまざまなエネルギーについて関心をも

ち，意欲的に探究しようとする態度を養う。 
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３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

物体の運動とさまざまなエネ

ルギーについて，基本的な概

念や原理・法則を理解し，知識

を身に付けるとともに，物体の

運動とさまざまなエネルギーに

関する観察，実験などを行い，

基本操作を習得するとともに，

それらの過程や結果を的確に

記録，整理し，自然の事物・現

象を科学的に探究する技能の

基礎を身に付けている。 

物体の運動とさまざまなエネ

ルギーに関する事物・現象の中

に問題をみいだし，探究する過

程を通して，事象を科学的に考

察し，導き出した考えを的確に

表現している。 

日常生活や社会との関連を図

りながら物体の運動とさまざまな

エネルギーについて関心をも

ち，意欲的に探究しようとするとと

もに，科学的な見方や考え方を

身に付けている。 

上に示す観点に基づいて，学習のまとまりごとに評価し，学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて，それぞれの観点を適切に配分し，評価します。 

 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

１
学
期 

１
章 
物
体
の
運
動 

1節 運動の表し方(1) 

 1 速さとその表し方 

 2 等速直線運動 

 3 速さと速度，変位 

 4 速度の合成と相対速度 

a:相対速度・合成速度を求める

ことができる。 

b:実験器具を使って速度を測定

しながら運動を解析し，量的

な関係をとらえることができ

る。 

c:実験を通じて，斜面を滑り降

りる台車の加速度を調べよう

とする。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

小テスト 

レポート 

ノート 

観察 

ノート 
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１
学
期 

１
章 

物
体
の
運
動 

１節 運動の表し方(2) 

 5 加速度 

 6 等加速度直線運動 

 7 自由落下運動・鉛直投

げ下ろし運動 

a:等加速度運動および重力によ

る物体の運動について式を用

いて，時間・変位・速度をそ

れぞれ求めることができる。 

b:変位や速度，加速度といっ

た，運動の基礎となる量を理

解し，それらを組みあわせて

運動を物理学的に理解でき

る。 

c:日常見かける物体の加速度運

動をもとに，速度の変化と加

速度の関係について，調べよ

うとする。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

小テスト 

レポート 

ノート 

観察 

ノート 

１
学
期 

１
章 

物
体
の
運
動 

2節 力と運動の法則 

 1 力 

 2 力の合成・分解 

 3 力のつりあい 

 4 作用反作用 

 5 慣性の法則 

a:力と加速度の関係，質量と加

速度の関係から，運動方程式

を導くことができる。 

a:運動の原因となる力をさぐる

過程を通して運動の法則を理

解できる。 

b:力がはたらく場合の物体の運

動のようすがわかる。運動に

関する物理量の量的関係と向

きに関する関係を理解でき

る。 

b:運動の法則に基づき，さまざ

まな運動を理解し，物体の位

置や速度を予測できる。 

c:実験を通じて，力と加速度，

質量と加速度の関係を調べよ

うとする。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

小テスト 

レポート 

ノート 

観察 

ノート 

１
学
期 

１
章 

物
体
の
運
動 

2節 力と運動の法則 

 6 運動の法則(力と加速度

の関係) 

 7 運動の法則(質量と加速

度の関係) 

 8 運動方程式 

 9 摩擦力 

 10 圧力と浮力 

a:仕事の物理的な意味を理解

し，求めることができる。 

a:運動について個々の物理量の

量的関係を理解し，求めるこ

とができる。 

b:運動についての事象に共通す

るエネルギーというとらえ方

をしようとする。 

c:ものを楽に運ぶ工夫，道具の

使い方などを比較し，仕事を

する能力について量的法則性

があることを理解できる。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

小テスト 

レポート 

ノート 

観察 

ノート 
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２
学
期 

２
章 

エ
ネ
ル
ギ
ー 

1節 運動とエネルギー 

 1 仕事 

 2 仕事の性質と仕事率 

 3 運動エネルギー 

 4 位置エネルギー 

 5 力学的エネルギー保存

の法則 

a:仕事の物理的な意味およびエ

ネルギーという概念を理解

し，求めることができる。 

a:運動について個々の物理量の

量的関係を理解し，求めるこ

とができる。 

b:ものを楽に運ぶ工夫，道具の

使い方などを比較し，仕事を

する能力について量的法則性

があることを理解できる。 

b:運動についての事象に共通す

るエネルギーというとらえ方

を理解できる。 

c:実験を通じて，速度や力とい

った直接測定できる量を組み

あわせ，運動エネルギーなど

の新たな量的関係を類推しよ

うとする。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

小テスト 

レポート 

ノート 

観察 

ノート 

２
学
期 

２
章 

エ
ネ
ル
ギ
ー 

2節 熱とエネルギー 

 1 熱と温度 

 2 温度変化に必要な熱量 

 3 熱の移動と比熱の測定 

 4 熱と仕事 

 5 熱機関の効率 

a:位置，運動，熱といった一見

異なるエネルギー間に，換算

できる量的法則性があること

を理解し，求めることができ

る。 

a:熱について個々の量的関係を

理解できる。 

a:エネルギーの保存と，熱と仕

事の変換，熱的現象の不可逆

性などを理解できる。 

b:熱的現象を，物理量を用いて

表そうとする。 

b:仕事・熱・エネルギーの関係

について，応用して考察する

ことができる。 

c:実験を通じて，熱量の保存を

調べようとする。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

小テスト 

レポート 

ノート 

観察 

ノート 
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２
学
期 

４
章 

電
気 

1節 物質と電流 

 1 静電気と電子 

 2 電流と電気抵抗 

 3 抵抗の接続 

 4 抵抗率 

 5 電力と電力量 

a:オームの法則を用いて，抵抗

に流れる電流を求めることが

できる。 

a:合成抵抗を求めることができ

る。 

a:抵抗の接続のしかたと各抵抗

にかかわる電流・電圧の関係

を求めることができる。 

b:電気に関する基本的な概念や

原理・法則を理解できる。 

b:電力，電力量やジュールの法

則について，説明できる。 

c:実験を通じて，金属線の長

さ・太さと抵抗の関係を見い

だそうとする。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

小テスト 

レポート 

ノート 

観察 

ノート 

２
学
期 

４
章 

電
気 

2節 磁場と電流 

 1 磁場 

 2 電磁誘導 

 3 変圧と送電 

a:おもな電磁波の利用例とその

波長（周波数）について説明

できる。 

b:電力の輸送（送電）に交流が

用いられていることの意味を

説明できる。 

c:送電と変圧や直流と交流の運

ぶエネルギーについて興味を

もち，調べようとする。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

小テスト 

レポート 

ノート 

観察 

ノート 
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３
学
期 

３
章 

波 

 

1節 波の性質 

 1 波とは何か 

 2 波の性質 

 3 横波と縦波 

 4 波の重ねあわせの原理 

a:波動現象を，物理量で表現す

ることができる。 

a:波の重ね合わせや固定端，自

由端での反射，定在波を作図

することができる。 

b:重ねあわせの原理を用いて説

明がつくさまざまな現象を，

その生じる条件の違いをもと

に区別して理解できる。 

b:さまざまな波動現象を部分部

分の周期的な動きの伝わりと

して，視点を部分と全体間を

行き来させる観測ができる。 

b:波動現象を表すグラフの意味

を，実際の現象と照らし合わ

せて説明できる。 

b:波動現象を再現でき，波動と

して特徴あるふるまいを指摘

でき，グラフでも表現でき

る。 

c:さまざまな波の現象の存在を

理解し，1つの物体の運動と

は異なり，振動が伝わる量的

な関係を理解しようとしてい

る。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

小テスト 

レポート 

ノート 

観察 

ノート 

３
学
期 

３
章 

波 

 

2節 音と振動 

 1 音の伝わり方 

 2 弦の振動 

 3 気柱の振動 

a:音の三要素，共鳴や共振を，

波動現象として説明できる。 

b:音の性質，共鳴やうなりとい

った音の性質を説明できる。 

c:実験を通じて，気柱の共鳴か

ら規則性を見いだそうとす

る。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

小テスト 

レポート 

ノート 

観察 

ノート 
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３
学
期 

５
章 

人
間
と
物
理
・
終
章 

物
理
学
が
拓
く
世
界 

 

1節 エネルギーとその利用 

 1 エネルギーの変換と私

たちのくらし 

 2 電気エネルギーへの変

換 

 3 原子核エネルギー 

 4 放射線 

 5 科学的に判断すること 

a:放射線の種類を理解すること

ができる。 

a:自然界の現象をエネルギーの

変換の観点から理解すること

ができる。 

b:現代文明の成果を，エネルギ

ー利用の観点から考察し表現

できる。 

b:どのような物理学の発展が，

具体的にどのような場面で使

われているのかを指摘するこ

とができる。 

c:現代の文明生活に，物理学の

発展がどのような影響をもた

らしているのかを調べようと

している。 

定期考査 

小テスト 

定期考査 

小テスト 

レポート 

ノート 

観察 

ノート 

※ 表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 


